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友好親善都市スポーツ交流事業として、愛知県西尾市（吉
良町）と赤穂市の小学生が、少年野球を通じて交流を深め
ました。写真は、吉良ジュニアクラブ（左）と赤穂選抜チーム
（右）。（11/23 千種川河川敷野球場）

赤穂観光マスコットキャラクター「陣たくん」

吉良と赤穂 少年野球で交流
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人口の動き（10月）� 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,107戸 （＋ 12）

人口 50,746人 （＋ 4）

男 24,547人 （＋ 5）

女 26,199人 （－ 1）

� （　）内は前月比
◎10月中の異動
出生 40人（＋ 13） 転出 91人（－ 15）
死亡 40人（＋ 3） その他増 2人（＋ 2）
転入 93人（＋ 3） その他減 0人（± 0）

� （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 10月 平成24年累計

発生件数 137（＋ 14） 1,200（－ 82）
　人身 28（＋ 10） 178（－ 38）
　物損 109（＋ 4） 1,022（－ 44）
死者 0（± 0） 1（－ 2）
重傷 5（＋ 3） 16（－ 6）
軽傷 30（＋ 12） 192（－ 33）

� （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 10月 平成24年累計
火災 3 （－ 1） 17 （－ 1）
救急 170 （＋ 25） 1,460 （－ 34）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは� ☎43・6899 まで
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№732

CONTENTS

姉妹都市提携15周年記念
ロッキングハム市市民訪問団参加者募集
　赤穂市国際交流協会では、オーストラリア・ロッキングハ
ム市との姉妹都市提携15周年を記念して、市民訪問団への
参加者を募集します。
●日程　３月下旬予定（1週間程度）
●�参加費用　一人約19 ～ 20万円（途中の経由地での観光費
用を含む）※参加補助として１名あたり２万円の助成有り
●募集定員　25名以内（応募者多数の場合は選考）
●�応募要件　 ▽市内在住の20歳以上の人  ▽どのような交流
をしたいかという具体的な内容が提示できること。
※�観光目的だけではなく、ロッキングハム市民との交流も目
的とします。ロッキングハム市民に、日本固有の文化（日
本の音楽、伝統芸能、武道、茶道、華道、料理、風習など）
を実際に体験していただき、日本文化への理解増進と共に
市民交流の輪を広げます。
●�応募方法　当協会指定の応募用紙（窓口またはホームペー
ジで入手可）に必要事項を記入のうえ、協会事務局まで持
参・郵送・FAX・メールのいずれかの方法により応募して
ください。応募者には１月下旬に説明会を実施します。（説
明会後における応募の取り下げも可能です。）
●�応募期限　１月11日（金）必着
●応募・問い合わせ先　〒678-0292（住所不要）
　　赤穂市国際交流協会事務局（市民対話課）
� ☎４３・６８１８　FAX ４３・６８１０
� Ｅメール：taiwa@city.ako.lg.jp

　「以前お申し込みいただいた健康食品を今から送り
ます」などと突然電話があり、申し込んだ覚えがない
と断ったのに健康食品を強引に送りつけられるという
相談が数多く寄せられています。
〈事例〉　 ▽業者から「申し込んだのだから払え」と高圧
的に言われ、押し切られて購入を承諾してしまう。

▽判断力や記憶力の衰えた高齢者を狙って勧誘して
いる。 ▽注文していないと断ると「忘れたのか」と少
し強い口調になり、怖くなって受け取ってしまう。

▽最近の事例では、業者名も商品名も告げない不審
な電話をかけてくる。

〈対処法〉
●�消費者が承諾していないにもかかわらず、一方的に
商品を送り付けられた場合、支払いの義務はありま
せん。
●�商品が届いてしまっても家族に確認する等、覚えの
ない商品は受取り拒否をし、絶対に受け取らないよ
うにしましょう。
●�不審な点がある場合は、速やかに消費生活センター
へご相談ください。
●問い合わせ先　消費生活センター　☎４３・７０６７

高齢者を狙った健康食品の悪質な販売手口が増加中！
送りつけ商法にご注意を

　

県
は
、
受
動
喫
煙
を
防
止
し
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
で
快
適
な
生
活
の
維
持
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
3
月「
受
動
喫
煙
の

防
止
等
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

◦
受
動
喫
煙
と
は

　

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

◦
受
動
喫
煙
の
危
険
性

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
な
ど
、
多

く
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
喫

煙
者
が
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
直
接
吸
い
込

む「
主
流
煙
」よ
り
も
、
火
の
つ
い
た
部
分
か

ら
立
ち
の
ぼ
る「
副
流
煙
」の
方
が
、
有
害
物

質
の
含
ま
れ
る
量
が
は
る
か
に
多
い
た
め
、

周
囲
の
人
の
健
康
に
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
大
人
で
は
肺
が
ん
、
心
疾
患
、
子
ど

も
で
は
肺
機
能
の
低
下
や
中
耳
炎
な
ど
。

◦
条
例
の
施
行
期
日

　

平
成
25
年
4
月
1
日

※�

経
過
措
置
と
し
て
、
公
共
交
通
機
関
、
宿

泊
施
設
、
飲
食
店
等
に
つ
い
て
は
、
灰
皿

等
を
設
置
し
な
い
こ
と
、
喫
煙
区
域
の
た

ば
こ
の
煙
が
公
共
的
空
間
に
直
接
排
出
さ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、
条
例
・

規
則
で
定
め
る
基
準
を
守
る
規
定
は
、
平

成
26
年
4
月
1
日
か
ら
適
用
し
ま
す
。

問
赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所�

☎
43
・
２
３
２
１

※�

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�http://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/kf17/

judoukitsuen_jourei.htm
l

平
成
25
年
4
月
か
ら
施
行「
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」

●
条
例
の
規
制
内
容

対　

象　

施　

設

喫
煙
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所

幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
校
、

保
育
所 

等

建
物
内
全
域
・
敷
地
内
全
域

病
院
・
診
療
所
、

官
公
庁
の
庁
舎 

等

建
物
内
全
域

大
学
、
専
修
学
校
、
薬
局
、

劇
場
、映
画
館
、演
芸
場 

等

建
物
内
の
公
共
的
空
間
＊

公
共
交
通
機
関
、
社
会
福
祉

施
設
、
物
品
販
売
業
店
舗
、

金
融
機
関
、
宿
泊
施
設
、
飲

食
店
、
理
容
所
・
美
容
所　

等

建
物
内
の
公
共
的
空
間
＊

◎
公
共
的
空
間
に
つ
い
て

※�

1　

当
分
の
間
、喫
煙
室
を
設
置
す
る
等
、区
域
分
煙
措
置
を
認
め
て
い
ま
す
。

※�

2　

公
共
的
空
間
が
１
０
０
㎡
以
下
の
宿
泊
施
設
、
飲
食
店
、
理
容
所
・
美

容
所
に
つ
い
て
は
、
区
域
分
煙
措
置
・
時
間
分
煙
措
置
の
ほ
か
、
喫
煙
可
で

あ
る
表
示
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
公
共
的
空
間
を
喫
煙
可
と
す
る
こ
と（
喫
煙

可
能
表
示
措
置
）を
認
め
て
い
ま
す
。

＊
公
共
的
空
間
：
不
特
定
ま
た
は
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
の
こ
と
。

　
「
東
備
西
播
と
も
り
ん
く
」と

は
、
赤
穂
市
、
上
郡
町
、
備
前
市

の
行
政
情
報
と
と
も
に
、
民
間

情
報
と
し
て
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
・

サ
ー
ク
ル
活
動
・
子
育
て
情
報
・

お
店
・
地
域
の
話
題
な
ど
、
生

活
に
身
近
な
情
報
や
圏
域
の
魅
力

を
集
約
し
て
提
供
す
る
官
民
協
働

に
よ
る
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

す
。
圏
域
内
に
居
住
し
て
い
る
方

か
ら
観
光
客
の
方
ま
で
、
幅
広
い

層
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
、
そ

ん
な
サ
イ
ト
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

サ
イ
ト
の
運
営
は
、
赤
穂
市
、

備
前
市
、
上
郡
町
の
2
市
1
町
か

ら
形
成
さ
れ
る
東
備
西
播
定
住
自

立
圏
形
成
推
進
協
議
会
と
株
式
会

社
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
リ
ン
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
な
ら
び
に
株
式
会
社

ジ
ェ
ニ
オ
が
官
民
協
働（Public 

Private Partnership

）
形
式
で

行
い
ま
す
。

　

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録（
無
料
）す
る

こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ク
ル
の
活
動

内
容
や
会
員
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
の
告
知
な
ど
の
様
々
な
情
報
を

無
料
で
掲
載
・
発
信
で
き
ま
す
。

圏
域
の
皆
さ
ん
は
様
々
な
活
動
を

知
り
、
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
趣
味
・
興
味
の
同
じ
仲

間
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
成

し
、
情
報
を
多
く
の
方
と
共
有
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

圏
域
の
情
報
を
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
手
で
発
信
し
て
い
く
サ
イ
ト

と
し
て
、
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

　
「
東
備
西
播
と
も
り
ん
く
」は
地

域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
強
み
を
生

か
し
て
、「
ジ
モ
ト
」の
潜
在
的
な

顧
客
に
対
し
て
、
効
率
的
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
可
能
な
メ

デ
ィ
ア
で
す
。
東
備
西
播
と
も
り

ん
く
で
あ
な
た
の
お
店
を「
ジ
モ

ト
」に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
せ
ん
か
？

月
１
，
０
０
０
円
か
ら
始
め
ら
れ

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
試
し
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

�

㈱
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
リ
ン
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

�　

☎
０
４
７
・
４
９
５
・
０
５
２
５

※�

圏
域
内
で
の
情
報
収
集
・
営
業

活
動
は
㈱
ジ
ェ
ニ
オ
が
行
い
ま

す
。

「
東
備
西
播
と
も
り
ん
く
」
と
は

運
営
主
体

地
域
情
報
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
ご
案
内

「
東
備
西
播
と
も
り
ん
く
」
と
は

運
営
主
体

地
域
情
報
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
ご
案
内

「
東
備
西
播
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も
り
ん
く
」
と
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運
営
主
体

地
域
情
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を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
ご
案
内
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運
営
主
体

地
域
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書
き
込
み
ま
し
ょ
う
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
ご
案
内
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も
り
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運
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主
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域
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を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
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広
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ご
案
内

「
東
備
西
播
と
も
り
ん
く
」
と
は

運
営
主
体

地
域
情
報
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
ご
案
内

「
東
備
西
播
と
も
り
ん
く
」
と
は

運
営
主
体

地
域
情
報
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
ご
案
内

「
東
備
西
播
と
も
り
ん
く
」
と
は

運
営
主
体

地
域
情
報
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
ご
案
内

11月14日に東備西播定住自立圏地域ポータルサイト「東備西播ともりんく」
（http://tobiseiban.mypl.net/）の運用を開始しました。

「東備西播ともりんく」運用開始
問東備西播定住自立圏形成推進協議会  通信情報部会（赤穂市情報政策係内）

☎４３・６８５１　E-mail：jyouhou@city.ako.lg.jp

�No.732  2012年 12月� No.732  2012年 12月



※ 時間等は予定のため変更になる可能性があります。

　　

義
士
の
偉
業
を
た
た
え
、
義
士
の
眠
る
花

岳
寺
、
義
士
を
祀
る
大
石
神
社
に
お
い
て
、

赤
穂
義
士
へ
の
鎮
魂
、
追
慕
の
思
い
を
再
確

認
す
る
機
会
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

主
な
行
事

●
灯
篭
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

※�

花
岳
寺
義
士
墓
所
、
大
石
神
社
義
士
史
料

館
・
大
石
邸
庭
園
が
無
料
開
放
。

　

�

花
岳
寺　

17
時
～
20
時

　

大
石
神
社　

17
時
～
21
時

●�

義
士
大
行
燈
奉
掲
（
13
・
14
日
）、
大
ろ
う

そ
く
に
よ
る
義
士
鎮
魂
（
13
日
）

　

大
石
神
社　

17
時
～
21
時

●�
義
士
追
慕
の
灯
火

　

赤
穂
城
跡
武
家
屋
敷
公
園　

18
時
～
20
時

　

大
石
主
税
と
同
じ
年
齢
と
な
る
市
内
中
学

３
年
生
が
赤
穂
義
士
に
想
い
を
は
せ
、
提
灯

に
描
い
た
絵
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
会
場
内

に
展
示
し
ま
す
。

●
三
遊
亭
楽
松
師
匠
に
よ
る
追
慕
寄
席

　

花
岳
寺　

17
時
30
分
～

●
竹
あ
か
り
の
お
も
て
な
し

　

花
岳
寺
門
前
広
場　

17
時
～
21
時

●
松
区
自
治
会
提
灯
行
列

　

花
岳
寺
門
前
広
場
～
お
城
通
り
～
赤
穂
城

跡
本
丸
間
を
提
灯
を
片
手
に
歩
き
ま
す
。（
参

加
自
由
）
18
時
～
20
時

●�

光
で
よ
み
が
え
る
元
禄
ロ
マ
ン
（
８
日
～

14
日
）

　

赤
穂
城
枡
形
内
に
て
、
義
士
行
灯
、
長
屋

の
再
現
な
ど
で
光
の
演
出
。
18
時
～
21
時

義
士
追
慕
の
前
夜
祭　

十
三
日

義
士
追
慕
の
前
夜
祭　

十
三
日

ください。

イオン

▪交通規制のお願い▪

▽車両通行止
　9:00 ～ 17:30
※�終了時間は前後する場合
があります。

※�千鳥ヶ浜ロードはパレー
ド終了後、規制解除予定。

義士祭当日には、パレード等
に関連し、しおみライン、千
鳥ヶ浜ロード、中央通り、駅
前通り、そして露店が並ぶお
城通りに通行規制が行われま
す。周辺地区の方々には特に
ご迷惑をおかけしますが、赤
穂義士祭開催のために何卒ご
協力をよろしくお願いいたし
ます。

▪�金管バンドパレード
▪こども屋台
▪�協賛パレード
▪�音楽隊パレード
▪�バトンパレード
▪�元禄義士おどり
▪�赤穂おどり
▪�でえしょん
▪�南京玉すだれ
▪�菅谷半之丞紙太鼓
　竹北どんちゃん
▪�東映剣会殺陣
▪�義士娘人力道中
▪�彦根鉄砲隊
▪�こども大名行列
▪�こども義士行列
▪�義士伝行列
▪�大名行列
▪�忠臣蔵名場面の山車
▪�義士行列

行事名

　

パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
は
、
赤
穂
城
跡
大

手
門
前
（
義
士
娘
人
力
道
中
、
こ
ど
も

大
名
行
列
、
こ
ど
も
義
士
行
列
、
義
士

伝
行
列
、
大
名
行
列
、
義
士
行
列
は
、

大
手
門
か
ら
出
発
）
か
ら
、
し
お
み
ラ

イ
ン
、
千
鳥
ヶ
浜
ロ
ー
ド
、
中
央
通
り
、

駅
前
通
り
を
通
っ
て
郵
便
局
前
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
各
出
演
団
体
の
み
な

さ
ん
に
大
き
な
声
援
と
拍
手
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※�

今
年
の
パ
レ
ー
ド
に
は
24
年
ぶ
り
に
早
か

ご
行
列
が
復
活
す
る
ほ
か
、
彦
根
市
よ
り

鉄
砲
隊
を
招
聘
し
、
城
内
で
奉
納
演
武
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
各
市

の
観
光
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

は
、
彦
根
市
の
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」、
姫
路

市
の
「
し
ろ
ま
る
ひ
め
」、
そ
し
て
地
元

赤
穂
市
の
「
陣
た
く
ん
」
な
ど
が
登
場
し

ま
す
。

　

午
後
か
ら
の
パ
レ
ー
ド
ア
ナ
ウ
ン
ス

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
司
会
、
映
画

評
論
等
で
お
な
じ
み
の
浜
村
淳
さ
ん
が

行
う
ほ
か
、
東
映
剣
会
の
迫
力
あ
る
殺

陣
に
都
若
丸
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
ま

す
。

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
赤
穂
城
跡
内

で
の
忠
臣
蔵
交
流
物
産
市
に
は
、
津
山

市
の
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
や
、
豊
岡
市
の

焼
き
ガ
ニ
、
米
沢
市
の
串
焼
き
等
、
普

段
な
か
な
か
口
に
で
き
な
い
、
様
々
な

地
域
の
特
産
品
が
集
合
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
花
岳
寺
や
大
石
神
社
で

は
、
追
慕
法
要
や
追
慕
大
祭
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
の
参
加
と
ご
協
力
に
よ

り
、
誰
も
が
強
く
記
憶
に
焼
き
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
、
素
晴
ら
し
い
赤
穂
義

士
祭
に
な
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

忠
臣
蔵
パ
レ
ー
ド　

十
四
日

忠
臣
蔵
パ
レ
ー
ド　

十
四
日 岩手県一関市

刃傷事件後、幕命により浅野内
匠頭を預かり切腹させた一関藩
田村家の領地

手焼煎餅、南部煎餅

山形県米沢市
吉良上野介の長男が跡を継いだ
米沢藩上杉家の領地

米沢牛串焼き・牛玉こんにゃく

兵庫県豊岡市
赤穂義士“大石内蔵助”の
妻りくの生誕地

焼きガニ

兵庫県篠山市
赤穂義士“不破数右衛門”の出身地

黒豆パン、黒豆しぼり納豆、黒豆いり豆

兵庫県相生市
浅野匠内頭の祖父が養子長恒を赤
穂分家として分封した地があった

スタミナホルモンうどん

広島県三次市
浅野内匠頭の妻阿久里の生誕地

三次ワイン、山の芋、洋酒ケーキ

岡山県津山市
赤穂義士”神崎与五郎”と
”茅野和助”の歌碑がある

津山ホルモンうどん

兵庫県赤穂市
忠臣蔵のふるさと

播州赤穂塩ラーメン

兵庫県加西市
赤穂藩浅野家の領地の一部があった

ミニラーメン、醤油、佃煮

東京都港区
浅野内匠頭、四十七士の墓、泉
岳寺がある

    切腹最中、世界のふりかけ、
ゆりかもめの玉子、どら焼

愛知県西尾市
吉良上野介の領地

えびせんべい、お茶、赤馬最中

忠臣蔵交流物産市
12月14日㈮
10時～16時
会場：赤穂城跡内
　　　武家屋敷公園

■ 兵庫県宍粟市 そば娘（そばっこ）、猪鹿鳥鉄板焼きめし    
■ 兵庫県たつの市 討入りにゅうめん・醤油    
■ 兵庫県神河町 ゆずホット、甘酒    
■ 兵庫県上郡町 円心モロどん・円心せんべい・円心茶    
■ 兵庫県佐用町 さようしかバーガー・もち大豆みそ、ホルモンやきうどん    
■ 岡山県備前市 ちりめん、かき佃煮、かきせんべい、煮干、珍味    
■ 岡山県瀬戸内市 オリーブ製品・野菜    
■ 岡山県美作市 サバ寿し、山菜おこわ、焼イモ、野菜    

◎近隣市町による出店
■ 淡路島観光協会
　 淡路牛丼
■ 西播地区自衛隊協力会
　 迷彩グッズ（帽子・Ｔシャツ等）
■ 相生産業高校
 　天下のせんべい、天下のあめ、天下のラスク
■ ひょうごツーリズム協会
 　お茶、清盛も食べたか平安の旨味、清盛御膳

◎その他団体による出店

ステージイベントも同時開催ステージイベントも同時開催

ぜひお楽しみください
日ごろ簡単に手にすることが
できない遠方の特産品！

第109回第109回赤穂義士祭赤穂義士祭

　義士祭一週間前から赤穂を盛り上げようと、
有志による団体「忠臣蔵ウイーク実行委員会」
が発足。ウイーク期間中市内様々な場所で各種
イベントが実施されます。

●幻の天守閣　赤穂城天守台（ウイーク期間中連日）17時～21時
　�LEDイルミネーションによる「光の天守閣」が出現。今年はウイーク期
間中毎日点灯されます。

～甦れ義士の魂～

（8日～14日）

　いよいよ「赤穂義士祭」の季節となりました。冬
の赤穂を熱くさせ、本年を締めくくる赤穂市最大
のイベントが行われます。今年も赤穂義士が討ち
入りを成し遂げた14日に行います。
　市民の皆さまには、義士祭への参加はもちろん、
赤穂市は「義士のふるさと」という誇りを持ち、各
方面からお越しくださる観光客のみなさんをあた
たかく迎えていただきたいと思います。
問赤穂市義士祭奉賛会事務局（赤穂市産業観光課）
　☎４３・６８３９
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防犯ポスター
防犯標語

　防犯意識を高める
ため、小中学生から
ポスター・標語を募集
し、多くの応募作品の
中から次の方が入賞
されました。おめで
とうございます。こ
れらの作品は、平成
25年度防犯カレンダ
ーに掲載されます。
また標語(最優秀作
品)は、防犯ステッカ
ーとして公用車に掲
載されます。

最優秀賞　前田乙機さん（赤穂西小５年）
優秀賞	 山田　茉奈さん（坂越小６年）	 明石　文音さん（赤穂西中３年）
入　選	 清水　麻央さん（赤穂小６年）	 河原　侑花さん（有年中１年）
	 東村　未来さん（有年中３年）	 城尾　ゆなさん（坂越中３年）
佳　作	 河原昇太郎さん（原　小５年）	 北野　すずさん（尾崎小６年）
	 千﨑実穂子さん（赤穂中１年）	 大田ひなのさん（有年中２年）
	 前田　蘭子さん（坂越中３年）

最優秀賞
・ はんざいは  小さなうその  つみかさね� 三田倖弥さん（高雄小４年）

優秀賞
・ あいさつは  地域にひびく  たからもの� 吉谷　　翔さん（尾崎小５年）
・ おばあちゃん  そのこえ  おとうさんじゃないよ！� 金谷　美憂さん（赤穂小２年）
・ おかあさん  かぎかけた？  わたしのひとこえ  どろぼうふせぐ� 加藤　萌花さん（高雄小１年）

入　選
・ だいじょうぶ  でもその時ひつよう  ぼうはんブザー！�永吉　花瑚さん（赤穂小３年）
・ 見ています  子供は大人の  犯罪を� 小溝　悠希さん（赤穂小６年）
・ 思い出せ  もしもの時の 『いかのおすし』� 久保田真由さん（尾崎小３年）
・ 夜遊びは  非行のはじめ  やめようよ� 冨田　蓮華さん（尾崎小６年）
・ 約束で  みんな安心  ネット社会� 早瀬　京香さん（坂越中１年）
・ 犯罪は  悪へのとびら  してはダメ！� 福岡　星来さん（坂越中１年）
・ 『オレだけど』  その言葉には  気を付けて� 山根　彩加さん（坂越中２年）
・ 覚醒剤  心も体も  ぼろぼろに� 室井　祐真さん（坂越中３年）

瑞宝双光章

消防功労

川端　康夫さん
（本水尾町・64歳）

元 赤穂市消防司令長

　11月３日に発令された危険業務
従事者叙勲に赤穂市から２名の方
が受章されました。

平成24年
赤穂の

警察官賞

小 路 敏 一
警部補

　11月28日の「暴力追放・地域
安全」赤穂市民大会で、市民の
安全な暮らしを守るために活
躍された２名の警察官に「赤穂
の警察官賞」が贈られました。

　平成22年から赤
穂警察署に勤務され
て以来、市内で発生
した事件事故におい
て、パトカー・交番
等勤務員に対して迅
速的確な指令を実施
し、多くの事件、事
案を解決するなど、
市民の安全と安心の
確保に務め、地域の
治安維持に貢献され
ました。

福 永 　 薫
警部補

　平成20年から赤
穂警察署に勤務され
て以来、市内で発生
した重要凶悪犯罪や
窃盗等の犯罪検挙、
事件指揮等に従事
し、多くの事件を解
決するなど、市民の
安全と安心の確保に
務め、地域の治安
維持に貢献されまし
た。

平成 24 年度
スポーツ推進委員功労者
文部科学大臣表彰
　永年にわたりスポーツ推進委員と
して、地域スポーツの振興に尽力さ
れた功績に対し、涌元雅代さん(加
里屋中洲)が文部科学大臣表彰を
受賞されました。

平成24年
秋の叙勲

瑞宝単光章

警察功労

大和　　紘さん
（上仮屋北・71歳）

元 兵庫県警部

平成 24 年度
生活環境改善模範地区
環境大臣表彰

　衛生害虫等の防除及び清掃等の環境美
化、その他生活環境の改善を積極的に推進
された功績に対し、福浦新田地区が環境大臣
表彰を受賞されました。

福浦新田地区

平成 24 年度
共同募金運動奉仕功労者・団体
厚生労働大臣表彰
　永年にわたり共同募金運動の推
進に尽力された功績に対し、萬代新
一郎さん（尾崎）が厚生労働大臣表
彰を受賞されました。

　兵庫県共同募金会赤穂市支部委員会の職域
モデル事業所として共同募金運動の推進に尽
力された功績に対し、三菱電機労働組合赤穂
支部が厚生労働大臣表彰を受賞されました。

三菱電機労働組合赤穂支部

環境美化活動表彰

　赤穂市まちづくり振興協会では、環境美化活
動に積極的に取り組んでいる方々に対し、10月
31日、市役所で表彰を行いました。（写真は左か
ら）御崎地区まちづくり推進協議会（御崎）、門田
守弘さん（坂越）、東之町自治会（坂越）

人権作文・人権書道コンテスト

　「第32回全国中学生人権作文コンテスト」兵庫県大
会西播磨地区予選及び「西播磨小学生人権書道コンテ
スト」において赤穂市から次の方が入賞され、12月15
日の太子町立文化会館あすかホールで開催される「西
播磨人権のつどい」において表彰されます。

作  文 	 優秀賞	 畳家　七幸さん（赤穂中２年）
		  松本　夏季さん（赤穂東中３年）

書  道 	 最優秀賞	 宮本　佳穂さん（城西小３年）
	 優秀賞	 山本　夢大さん（赤穂西小３年）

		  瀧元　彩矢さん（塩屋小３年）

		  金礪　真由さん（塩屋小３年）

		  西山　智葉さん（原小４年）

		  松尾　日向さん（塩屋小４年）

涌 元 雅 代 さん

萬代 新一郎さん
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小
学
１
、２
年
生

の
ク
ラ
ス
に
い
た

赤
中
の
鳴
瀧
君
、

中
西
君
、
高
田
君

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

Q 

な
ぜ
こ
の
仕
事

に
し
ま
し
た
か
？

A �

小
学
校
の
と
き
の
恩
返
し
に
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。（
鳴
瀧
）

Q �

こ
の
仕
事
を
し
て
ど
う
で
す
か
？

A �

思
っ
た
よ
り
大
変
で
し
た
。（
中
西
）

Q �

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

A �

小
学
生
が
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。（
高
田
）

赤
穂
小
学
校

　

展
示
品
の
整
理
を
し
て
い
た
赤
中
の
田
中

君
、
小
路
君
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Q �

な
ぜ
こ
の
仕
事
に
し
ま
し
た
か
？

A �

こ
の
仕
事
が
一
番
輝
い
て
見
え
る
か
ら
で

す
。（
田
中
）

Q �

こ
の
仕
事
を
し
て
ど
う
で
す
か
？

A �

や
り
が
い
が
あ
り

ま
し
た
。（
小
路
）

Q �

印
象
に
残
っ
た
こ

と
は
な
ん
で
す

か
？

A �

展
示
品
の
整
理
で

す
。（
田
中
）

民
俗
資
料
館

　

園
児
と
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
た
坂
中
の
中
林
さ

ん
、
糸
谷
さ
ん
、
小
野
さ
ん
、
有
岡
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Q �

な
ぜ
こ
こ
を
選
び
ま
し
た

か
？

A �

小
さ
い
子
が
好
き
で
可
愛
い

か
ら
。（
中
林
）

Q �

楽
し
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

A �

一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
。（
糸
谷
）

Q �

大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

A �

小
さ
い
子
の
面
倒
。（
小
野
）

Q �

学
ん
だ
こ
と
は
？

A �

明
る
く
て
元
気
で
素
直
な
と
こ
ろ
を
見
習
い
た

い
。（
中
林
）
幼
稚
園
の
先
生
は
大
変
。（
有
岡
）

Q �

将
来
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
か
？

A �

思
っ
て
い
た
よ
り
大
変
だ
け
ど
小
さ
い
子
達
か

ら
学
べ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
ぜ
ひ
就
き
た
い
で

す
。（
中
林
）

高
雄
幼
稚
園

　

レ
ジ
、
商
品
整
理
を

し
て
い
た
赤
中
の
土
佐

君
、
山
中
君
、
多
恵
馬

君
、
児
玉
君
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Q �

な
ぜ
こ
こ
を
選
び
ま

し
た
か
？

A �

い
つ
も
行
っ
て
い
る

お
店
の
仕
事
を
体
験

し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。（
土
佐
）

Q 

こ
こ
で
は
何
を
学
び
ま
し
た
か
？

A �

店
員
の
方
の
苦
労
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
山

中
）

Q 

仕
事
を
し
て
感
じ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

A �

見
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
裏
の

仕
事
も
大
変
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
土
佐
）

Q 

苦
労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

A �

商
品
の
出
し
入
れ
。（
多
恵
馬
）
商
品
の
仕

分
け
。（
児
玉
）

エ
デ
ィ
オ
ン
赤
穂
店

　

シ
ー
ツ
交
換
や
掃
除
を
し
て
い
た
赤
穂
西
中
の
新

田
さ
ん
、
松
原
さ
ん
、
上
地
君
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。

Q �

な
ぜ
こ
こ
を
選
び
ま
し
た
か
？

A �

お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ
う
仕
事
が
し
た
か
っ
た
か

ら
。（
新
田
）
お
姉
ち
ゃ
ん
が
行
っ
て「
楽
し
か
っ

た
」と
聞
い
た
か
ら
。（
松
原
）

Q �

仕
事
の
や
り
が
い
が
あ
る
と
思
え
る
の
は
ど
ん
な

時
で
す
か
？

A �「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て
も
ら
え
た
と
き
。（
新

田
）笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
と
き
。（
松
原
）

Q �

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

A �

大
変
な
仕
事
で
す
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
い
る
と
楽
し
い
！
（
上
地
）

Q �

将
来
、
こ
ん
な
職
業
に
就
き
た
い
で
す
か
？

A �

は
い
！
楽
し
か
っ
た
か
ら
ぜ
ひ
就
き
た
い
で
す
。

（
上
地
）

Ｍ
Ｂ
フ
ァ
ー
ム

　

音
楽
会
の
準
備
を
し
て

い
た
赤
穂
西
中
の
白
岩
さ

ん
と
江
唐
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Q �

な
ぜ
こ
こ
を
選
び
ま

し
た
か
？

A �

先
生
た
ち
と
同
じ
位

置
に
た
っ
て
教
え
た

い
と
思
っ
た
か
ら
。

（
白
岩
）

Q �

大
変
な
こ
と
は
な
ん

で
す
か
？

A �

児
童
に
教
え
る
こ
と
。（
白
岩
）
小
さ
い
子
の
世

話
。（
江
唐
）

Q �

一
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

A �

声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と
。（
白
岩
）
す
ぐ
名
前

を
覚
え
て
く
れ
た
こ
と
。（
江
唐
）

Q �

こ
こ
で
ど
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
か
？

A �

相
手
に
伝
わ
り
や
す
く
、
教
え
る
こ
と
。（
白
岩
）

言
葉
遣
い
。
時
間
を
守
る
こ
と
で
す
。（
江
唐
）

赤
穂
西
小
学
校

　

防
火
訓
練
を
し
て
い
た
福
本
君
、
和
田
君
、

小
柳
君
、
有
政
君
、
小
路
君
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

Q 

な
ぜ
こ
こ
を
選
び
ま
し
た
か
？

A �

関
電
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
知
り

た
か
っ
た
か
ら
。（
福
本
・
和
田
）
電
気
関

係
の
仕
事
に
就
き
た
い
か
ら
。（
小
柳
）

Q 

こ
こ
で
は
何
を
学
び
ま
し
た
か
？

A �

電
気
の
作
り
方
、
発
電
所
の
仕
組
み
。（
有

政
）
家
庭
へ
の
電
気
の
届
き
方
。（
小
路
）

Q �

仕
事
を
し
て
感
じ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

A �

関
電
で
働
く
人
が
い
る
か
ら
、
電
気
が
使

え
る
あ
り
が
た
さ
。（
福
本
）

Q �

何
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
か
？

A �

発
電
所
の
仕
組
み
を
見
学
し
た
こ
と
。（
和

田
） 関

西
電
力
赤
穂
発
電
所

　

牛
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
て
い
た
坂
中
の
中

村
君
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Q 

な
ぜ
、
こ
こ
を
選
び
ま
し
た
か
？

A �

普
段
出
来
な
い
こ
と
を
や
り
た
く
て
、
動
物

が
好
き
だ
か
ら
。

Q 

大
変
な
こ
と
は
？

A �

エ
サ
や
り
。

Q �

楽
し
い
こ
と
は
？

A �

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
。

Q �

こ
こ
で
学
ん
だ
こ

と
は
？

A �

牛
を
育
て
る
の
は

大
変
。

Q �

将
来
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
み
た
い
で
す

か
？

A �

は
い
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

す
ま
い
る

　

園
児
に
手
作
り
の
紙
人
形
劇
を
披
露
し
て

い
た
赤
穂
西
中
の
元
川
さ
ん
、
青
山
さ
ん
、

和
田
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Q �

こ
こ
を
選
ん
だ
理
由
は
何
で
す
か
？

A �

保
育
所
に
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
か
知
り
た
か
っ
た
か
ら
。（
元
川
）

子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
の
が
好
き
だ
か
ら
。

（
青
山
・
和
田
）

Q �

大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

A �

ケ
ン
カ
を
し
た
と
き
の
止
め
方
。（
全
員
）

Q �

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

何
で
す
か
？

A �

小
さ
い
子
と
遊
ぶ
こ
と
。
名
前
を
覚
え
て

く
れ
た
こ
と
。
給
食
が
お
い
し
か
っ
た
こ

と
。（
全
員
）

Q �

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
何
で
す
か
？

A �

保
育
士
の
大
変
さ
や
子
ど
も
た
ち
の
可
愛

さ
元
気
さ
。（
全
員
）

　

救
急
救
助
訓
練
を
し
て
い

た
赤
中
の
板
垣
君
、
島
浦
君
、

赤
穂
西
中
の
真
島
君
、
赤
穂

東
中
の
大
西
君
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Q 

な
ぜ
こ
こ
を
選
び
ま
し
た
か
？

A �

体
力
づ
く
り
と
し
ん
ど
い
こ
と
を
し
た
か
っ
た

か
ら
。（
板
垣
）
先
輩
か
ら
や
り
が
い
が
あ
る
と

聞
い
て
い
た
か
ら
。（
大
西
）
心
と
体
を
鍛
え
る

た
め
。（
真
島
）

Q 

大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

A �

腕
立
て
５
０
０
回
。（
板
垣
）
ペ
ナ
ル
テ
イ
が
し

ん
ど
い
。（
島
浦
）
体
力
訓
練
。（
真
島
）

Q  

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
何
で
す
か
？　

A �

団
体
行
動
は
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
。（
板

垣
）
自
分
ひ
と
り
で
は
な
く
全
員
っ
て
こ
と
！

（
島
浦
）
人
命
救
助
や
声
の
大
切
さ
。（
真
島
）

Q  

今
後
の
抱
負
は
？

A �

学
校
生
活
で
も
消
防
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
い
き
た
い
。（
大
西
）
今
ま
で
以
上
に
声
出
し

て
頑
張
り
た
い
！
（
全
員
）

消防本部 塩屋保育所

10月22日
～26日

ウィーク

編
集
後
記坂越中２年

上田　成美

　

私
は
こ
の
５
日
間
、
企
画
広
報
課

の
方
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

普
段
な
に
げ
な
く
見
て
い
る
広
報
紙

で
す
が
、
ど
ん
な
風
に
取
材
し
、
ど

ん
な
思
い
で
広
報
紙
を
作
っ
て
い
る

か
学
び
、
こ
れ
か
ら
は
い
つ
も
の
広

報
紙
で
も
違
う
見
方
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
で
学
ん
だ
事
を
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。
企
画
広
報
課

の
み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

赤穂中２年
三木　郁弥

　

こ
の
５
日
間
で
と
て
も
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取

材
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
出
会
い
や

発
見
が
あ
り
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

す
ば
ら
し
い
５
日
間
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
秘
書
広
報
係
の
み
な
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
頑
張
り
た
い

で
す
。

赤穂西中２年
森山　　雅

　

私
は
こ
の
５
日
間
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
経
験
し
、
あ
い
さ
つ
や
返
事
、

言
葉
遣
い
や
時
間
を
守
る
こ
と
な
ど
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
５
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
役
立

て
て
い
き
た
い
で
す
。

　

５
日
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

赤穂西中２年
山崎友紀乃

　

私
は
５
日
間
の
ト
ラ
イ
や
る
を
通

し
て
、
挨
拶
・
礼
儀
・
積
極
的
な
行

動
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
爽
や

か
な
挨
拶
、
正
し
い
言
葉
遣
い
を
す

れ
ば
、
相
手
も
自
分
も
気
持
ち
よ
く

過
ご
せ
ま
す
。
積
極
的
に
行
動
す
れ

ば
、
い
い
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
に
満
足
で
き
ま
し
た
。
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
寺
下
さ
ん
、
市
役
所

の
み
な
さ
ん
、
５
日
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤穂中２年
黒津　卓杜

　

僕
は
、
こ
の
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー

ク
で
将
来
に
と
て
も
役
立
つ
体
験
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
と
き
は
カ
メ
ラ
の
使
い
方
や

メ
モ
の
ま
と
め
方
に
苦
戦
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
々
取
材
を
重
ね
る
ご
と

に
技
術
が
ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
終
え
て
、
改

め
て
と
て
も
楽
し
く
て
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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12月１日は「世界エイズデー」

保健センター　☎４３・９８５５健康ページ
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
12
月
末
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
や

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
関
係
し
て
い
る
た
め
、
若
い

世
代
に
多
い
が
ん
で
す
。
が
ん
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
に
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

今
年
度
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
ま
だ

受
診
さ
れ
て
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

※�

特
定
年
齢
に
該
当
さ
れ
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が

ま
だ
お
手
元
に
あ
る
人
は
、
必
ず
、
検
診
実

施
最
終
日
ま
で
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

検
診
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
被
保
険
者
証
・

診
察
券（
お
持
ち
の
人
）を
必
ず
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
検
診
日
程
は
祝
日
等
、
検
診
を

実
施
し
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。
受
診
さ
れ
る

医
療
機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●子宮がん検診日程

受付（診察）時間 事前予約 受診受付
窓　　口

検診実施
最 終 日

赤穂市民病院
�☎43・3222㈹ 火  14：00 ～ 16：00

医療課へ
申し込み
が必要

２階
中央受付

12月
　25日㈫

赤穂中央病院
� ☎45・7303

月～金
　  ９：00 ～ 12：00
土  ９：00 ～ 12：30
月 ･ 水
　  16：00 ～ 17：00
火 ･ 木
　  15：00 ～ 17：00

不要
３階
検診
センター

12月
　29日㈯

福田産婦人科
麻酔科
� ☎43・5357

月～土
　  ９：00 ～ 12：30
　  16：00 ～ 18：30
ただし、水・土は午後休診

不要 12月
　29日㈯

エイズについて正しい知識を持ちましょう
　

エ
イ
ズ
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）の
感
染
に

よ
っ
て
体
を
病
気
か
ら
守
っ
て
い
る
免
疫
機
能
が
破
壊
さ
れ

て
い
く
病
気
で
す
。

　

日
本
で
は
平
成
23
年
の
１
年
間
に
１
，０
５
６
人
の
新
規
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
新
規
エ
イ
ズ
患
者
に
つ

い
て
は
４
７
３
人
で
過
去
最
多
の
報
告
数
で
し
た
。　

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
性
行
為
以
外
の
社
会
生
活
の
中
で
感
染
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
染
し
た
場
合
、
数
週
間

以
内
に
か
ぜ
症
状
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
自
覚

症
状
の
な
い
時
期
が
10
年
以
上
続
き
、
さ
ら
に
進
行
す
る
と

免
疫
力
が
低
下
し
て
、
本
来
な
ら
自
分
の
力
で
お
さ
え
る
こ

と
が
で
き
る
病
気（
日
和
見
感
染
症
）を
発
症
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。

　

医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
早
期
に
治
療
を
始
め
れ
ば
エ
イ
ズ

の
発
症
を
遅
ら
せ
た
り
、
定
期
的
な
通
院
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
決
し
て「
不
治
の
病
」で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
血
液
検
査
を
受
け

な
い
と
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
治
療
開
始
の
タ
イ
ミ

ン
グ
が
遅
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
早
期
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

レッドリボンはエイズに対
する理解と支援のシンボル
です

赤穂健康福祉事務所では、毎月
第１・３水曜日　午後１時20
分～予約制でＨＩＶ検査（無料・
匿名）を実施しています。
　心配なことがある人は赤穂健
康福祉事務所（午前９時～午後
５時30分）にご相談ください。
問�赤穂健康福祉事務所  地域保
健課� ☎４３・２３２１

●乳がん検診日程（予約不要）

受付（診察）時間 受診受付
窓　　口

検診実施
最 終 日

赤穂市民病院
�☎43・3222㈹

火  10：00 ～ 15：30
水・金
　  10：00 ～ 14：00
木  13：30 ～ 15：30

２階
中央受付

12月
　28日㈮

赤穂中央病院
� ☎45・7303

月～金
　  ９：00 ～ 12：00
土  ９：00 ～ 12：30
月・水
　  16：00 ～ 17：00
火・木
　  15：00 ～ 17：00

３階
検診
センター

12月
　29日㈯

住宅用火災警報器の点検は
行っていますか？
◇「電池切れに注意 !!」定期的に作動確認しましょう。
　・�住宅用火災警報器は電池が切れると作動しなくなる
ため定期的に点検ボタンを押すなど作動確認を行い
ましょう。

◇定期的にお手入れをしましょう。
　・�住宅用火災警報器はホコリが入ると誤作動を起こす
場合があるため、定期的にお掃除を行いましょう。

◇本体交換及び廃棄方法
　・�住宅用火災警報器本体もセンサー等の寿命により交
換が必要です。10年を目安に交換してください。また、
捨てる際には本体と電池を別にして捨てましょう。

第10分団　消防ポンプ自動車を更新
11月1日、第10分団（浜市、砂子、北野中、南
野中を管轄）の消防ポンプ自動車を更新。豆田
市長から第10分団へ車両の引き渡しが行われ
ました。

　

全
て
の
住
宅
に
お
い
て
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
財
産
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

冬
の
節
電
に
伴
う

家
庭
内
の
火
災
予
防
対
策

�
を
お
願
い
し
ま
す

家庭内のチェックポイント

❷ ❶

❾

❻

❸
❹
❺❼ ❽

❻10

チェック項目 結果 事故を防ぐためには

①�燃料タンクの油漏れに注意してますか？ 給油した後は、タンクの口金を確実
に締めてください。

②�給油は火を消してから行っていますか？ 必ず火を消して給油。
③換気に注意してますか？ 1時間に１～２回程度換気を行う。
④�ストーブの近くにスプレー缶等を置いて
ませんか？

暖房機の上や前、温風が直接あたる
ところに置かない。

⑤�機器のそばに可燃物を置いてませんか？ 布団や燃えやすいものなどに近づけ
ない。

⑥�洗濯物等を上に干してませんか？ 洗濯物などの燃えやすいものを上に
かけない。

⑦�消火をしてから就寝、外出してますか？ 就寝時、外出時は必ず消火。

⑧�ストーブに長時間あたっていませんか？ 低温やけどや脱水症状になるおそれ
があります。

⑨�上面、ガード等に触れていませんか？　 機器上面やガードなどの高温部に手
を触れないでください。

⑩�燃焼筒は正しくセットしてますか？ 燃焼筒が正しくセットされているか
を確かめてください。

安 全 チ ェ ッ ク リ ス ト

住
宅
用
火
災

警
報
器
の

設
置
を
！

　

夏
に
引
き
続
き
、
冬
季
の
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
を
使
用
す

る
家
庭
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
出
火
危
険
の
高
い
暖
房

器
具
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�

消
防
本
部 
予
防
課　

☎
43
・
６
８
８
２
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11月11日、第２回赤穂シティマラソン大会が開催され、全国各地から1,978名のランナーが
参加されました。午後からの２キロ、３キロの部については、悪天候により残念ながら中止
となりましたが、熱心な沿道応援などにより素晴しい大会となりました。また５人の医師
（赤穂市民病院）が参加選手を見守りながら走られました。
1 岸田ファミリーによる選手宣誓 2 城南緑地陸上競技場スタート（ハーフマラソン） 3 赤
穂城大手門付近で豆田市長と子どもたちの沿道応援  4 スタートから6.5キロ地点の唐船サ
ンビーチ（ハーフマラソン）  5 太鼓橋付近（10キロ）  6 ハーフマラソンの部総合優勝者は
小寺晃弘さん（大阪府）と大庭知子さん（東京都）。お二人はトルコ航空で行く、イスタンブー
ルユーラシアマラソンに派遣されます。

今年も各地区でふるさとまつりが
開催され、出店や作品展など行い地
域の交流の輪が広がりました。
（11/４ 塩屋公民館）

交流とふれあいの輪が広がるふるさとまつり開催

11月18日、市内の各地区において津波避難・情報伝達訓練が行われました。東南海・南海地震により大津波が発生したことを
想定。尾崎小学校では、防災総合訓練を実施しました。
1 児童避難訓練 2 地区住民避難訓練 3 初期消火訓練 4 兵庫県消防防災航空隊によるヘリコプターでの救出・救助 などが
行われました。

赤穂市津波避難・
情報伝達訓練

第37回みんなの生活展が11月14日、15日の
２日間開催されました。また、11月15日に
は家庭用品交換会も開催されました。
（11/14 市民会館）

来年の干支「巳」作りみんなの生活展・家庭用品交換会

赤穂ライオンズクラブの皆さんが
聴覚障がい者支援事業として赤穂
小に教育用オルガン・電子楽器指
導盤など７点の教材を寄贈してく
ださいました。（11/27 赤穂小）

今年もありがとうございました赤穂ＲＣから赤穂小学校へ

第９回赤穂でえしょん祭りがお城通りと
赤穂城跡公園花見広場の特設ステージで
盛大に開催されました。（11/４ お城通り）

赤穂から元気を発信！赤穂でえしょん祭り

坂越の船祭が国の重要無形民俗文化財に指定され
たことを祝して、本格的な船檀尻が64年ぶりに復
活上演されました。 （11/３ 坂越浦本町沖）

64年ぶりに海での復活上演坂越船檀尻

まるごと赤穂大博覧会が11月17日、18日の２日間、中心
市街地を中心に開催され大勢の人で賑わいました。赤穂
の塩で描く「ソルトアート」と塩琴コラボレーションラ
イブが行われました。 （11/18 農協会館）

赤穂の塩で楽しんだ2日間まるごと赤穂大博覧会

第24回忠臣蔵旗少年剣道大会に北海道砂川市を
始め県内外から小・中学生148チームが参加され
ました。（11/４ 市民総合体育館）

忠臣蔵のふるさと播州赤穂に集結忠臣蔵旗少年剣道大会
赤穂東中学校では、体育祭に参加していただいた保育所・幼稚園児
に感謝の気持ちを込めて手作りの紙芝居を贈呈しました。
（11/16 御崎保育所）

赤穂市出身の戦没者1,381柱に追悼の
誠をささげ、新たな平和への誓いを込
めて戦没者追悼式が開催されました。
（11/15 福祉会館）

平和への誓いを込めて赤穂市戦没者追悼式

手作り紙芝居プレゼント

第２回赤穂シティマラソン大会
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国民年金
将来の年金額を増やせる「付加年金」をご存知ですか?

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

介護保険相談室
高齢者に関するご相談は地域包括支援センターへ

高齢者を見守る支えるネットワーク

� 地域包括支援センター　☎ 42・1201

　地域で暮らす高齢の方々の日常生活の中で、心配事

や不安に感じているような事はありませんか。

　地域包括支援センターは、高齢者に関する総合相談

窓口でもあります。

　毎日様々なご相談が寄せられています。簡単に紹介

しますと、

　・介護保険に関する相談

　・介護予防に関する相談

　・虐待に関する相談

　・認知症に関する相談

　・�悪質な訪問販売や、権利擁護（お金の管理や財産

管理ができにくくなった）に関する相談

などです。

　また、「在宅介護支援センター」等の関係機関や団体

と協力や連携をとりながら、相談に対応しています。

　市や介護保険による様々なサービスは、高齢者の皆

さんが地域で安心して生活できるように設けられてい

ます。地域包括支援センターは、そのようなサービス

を高齢者の皆さんにつなぐことを役割としています。

　個人の秘密を他に漏らすことは絶対にありませんの

で、お気軽にご相談ください。

　赤穂市国民健康保険の被保険者証（国保証）は、12月
１日に一斉更新を行い、空色に変わりました。新しい
国保証は、11月中旬に国保加入者全員分を世帯主宛に
簡易書留郵便でお届けしています。
　国保証は国保に加入していることの証明であり、医
療機関にかかる際の受診券です。被保険者一人ひとり
が大切に管理してください。
　また、医療機関で診療を受ける際には、必ず本人の
新しい国保証を窓口へ提示してください。提示しない
と保険が適用されず、全額自己負担しなければなりま
せん。
　国民健康保険税を納期内に納付されていない世帯ま
たは所得申告等の課税資料が未提出である世帯主及び
被保険者がいる世帯で、まだ納税相談、申告受付をし

ていない人は、早急に済ませていただき、国保証の交
付を受けてください。
　なお、有効期限が切れた黄緑色の国保証は12月28日
までに、市役所または公民館へ返却してください。

◆国保証の裏面に臓器提供意思表示欄を設けています。
　�意思表示欄の記入は任意であり、意思表示を強要す
るものではなく、未記入でもかまいません。
※�意思表示欄の保護シールを用意しておりますので、
希望される人は、医療介護課国保医療係の窓口でお
受け取りください。
◆�国保証と一緒に同封しているパンフレット（赤穂市の
国保）の裏面にジェネリック医薬品希望カードを設け
ています。切り取ってご利用ください。

国保医療だより
12月１日から国保証が空色に変わりました

 医療介護課 国保医療係　☎ 43・6813

　自営業・学生など第１号被保険者及び任意加入被保
険者は、定額保険料（月額14,980円）に付加保険料（月
額400円）をプラスして納めると、将来、老齢基礎年
金に付加年金が上乗せして支給されます。
　受け取る付加年金の額は
　　２００円×付加保険料納付月数
です。
《例》
　仮に1年間だけ付加保険料を納めた場合
・保険料
　４００円×12月＝４，８００円
・付加年金額
　２００円×12月＝２，４００円
付加年金は、老齢基礎年金に上乗せして支給されるの
で、
　65歳で2,400円を受給、
　66歳で2,400円を受給、
　（2年目で納めた保険料分を受給）
　67歳以降も毎年2,400円を受給できるので、付加年
金は、２年で保険料のもとがとれ、大変お得です。
　また、申し出により、申し出た月の前月分から納付
を止めることもできます。
　ただし、次の点にご注意ください。
※�申込の月からのみ納付できます。（さかのぼって納付
はできません。）

※�期日まで ( 翌月末迄 ) に保険料を納付しなかったと
きは、辞退の申し出があったとみなされるため、再
度申し込みが必要です。
※�将来、老齢基礎年金の受給資格が無いときは、付加
年金も受給できません。
※�老齢基礎年金のように物価に応じた増減は、ありま
せん。
※�国民年金基金に加入中の方は、付加年金の保険料を
納めることができません。

　将来、少しでも年金を増やしたいとお考えの方で、
付加保険料の納付をご希望の方は、市民課年金担当へ
お申し出ください。
●手続きに必要なもの
　年金手帳・認印

　第６次行政改革大綱は、少子高齢化の進

展や人口減社会の到来など社会経済状況の

変化と行政課題に的確に対応して、市民福

祉の一層の向上と継続的で自立した都市経

営を実現するため、行財政の運営方法を見

直し、最小の経費で最大の効果をあげるた

め、平成20年度から平成24年度までの５ヵ

年を計画期間として策定されました。

　平成23年度においても徹底した事務

事業の見直し等を推し進めた結果、目標

599,300千円に対して609,290千円の効果

額を得ることができました。

　本市を取り巻く行財政環境は、市税収入

の大きな伸びが見込めない中、地方交付税

や臨時財政対策債などの動向が不透明であ

り、厳しい状況が続いていることから、健全

な行財政構造を構築するためには、今後も

行財政改革の取り組みを着実に推進してい

くことが必要でありますので、ご協力をお

願いします。

平成 23 年度行政改革の重点事項別効果額
� （単位：千円）

重 点 事 項 目標額 効果額 取組項目/効果額

歳入の確保 33,800 28,201
公有地の有効利用� 4,136
使用料等収納率の向上� 9,520
受益者負担の適正化� 9,974
寄付条例の制定� 4,571

徹底した事務
事業の見直し 282,900 286,025

事務事業の総点検� 19,252
補助金、負担金の見直し�25,532
扶助費の見直し� 7,277
繰出金の見直し� 227,815
業務委託の推進� 6,149

経費の節減
合 理 化 等 101,400 102,149

職員の制服の見直し� 2,226
経費の削減� 86,984
業務委託の見直し� 12,939

給 与 等 の
見 直 し 107,100 108,565 給与の見直し� 97,121

特別職報酬等の見直し� 11,444

公債費の抑制 5,700 5,709 一般会計公債費の抑制� 5,709

簡素で効率
的な組織体
制 の 推 進

68,400 78,641

定員管理の適正化� 38,220
臨時職員の勤務形態の見直し
� 9,726
市議会議員定数の見直し
� 29,982
農業委員会委員の見直し� 713

合 　 　 計 599,300 609,290

第６次 行政改革大綱�平成23年度 取組結果
� 行政課　☎４３・６８５０

国
民
年
金
相
談
及
び
姫
路

年
金
事
務
所
の
年
金
出
張

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《国民年金相談》
　◆相談日　平成25年１月17日（木）　
　◆場　所　市役所２階  202会議室
　◆受付時間　午後１時30分～４時

《年金出張相談（姫路年金事務所）》
　◆相談日　２月７日（木）
　◆場　所　市役所２階　204会議室
　◆受付時間　午前10時～午後３時
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ちゃん ちゃんちゃん
正保橋町 西有年中　広 三宅  美 結

平成22年６月23日生まれ

父・裕一　母・美里さんより
「○笑顔大好き○」

み や け み ゆ

木 下  　 要

父・重樹さん　母・麻貴さんより
「わがやのプリンス」

き の し た かなめ

角 石  守 成
平成22年12月１日生まれ

父・篤人さん　母・沙織さんより

「祝２歳 おめでとう☆」

か ど い し し ゅ り

平成23年１月19日生まれ

休業

火葬

し尿収集

※年内のし尿収集を希望する場合は、12月19日（水）までに美化センターまでお申し込みください。
※美化センターへごみを持ち込む場合は、ごみ処理施設使用料として、10kg につき70円が必要です。
　なお、混雑するため少量の搬入はご遠慮ください。

ごみ収集日程

その他プラスチック製容器包装

燃やすごみ 12月25日㈫・28日㈮・１月４日㈮

12月28日㈮

12月27日㈭・31日㈪・１月７日㈪

年末年始の市役所等業務のお知らせ

尾崎・御崎・坂越・高雄・有年地区赤穂・城西・塩屋・西部地区

12月27日㈭

25日火 26日水 27日木 28日金 29日土 30日日 31日月 1日火 2日水 3日木 4日金

●市役所一般業務
　☎43･3201

●上下水道部
　☎43･1272
●市民病院（外来診療のみ）
　☎43･3222

●図書館
　☎43･0275
●文化会館
　☎43･5111

●歴史博物館
　☎43･4600
●市民総合体育館
　☎45･2091
※市役所一般業務：年末は12月28日午後5時15分までとなっています。ただし時間延長を行っている市民対話課、市民課、税務課、
医療介護課、上下水道部については午後 6時まで受け付けを行います。

※上下水道部：12月28日の水道の開閉栓は午後5時15分まで、水道料金及び下水道使用料等の納付は午後6時まで受け付けます。
※市民病院：緊急の場合は除きます。

26日水 27日木 28日金29日土30日日 31日月 1日火 2日水 3日木 4日金●美化センター
　☎42･3841

燃やすごみ、その他紙製容
器包装、その他プラスチッ
ク製容器包装、ペットボト
ル、ダンボール、紙パック

燃やさないごみ、缶・
びん、粗大ごみ

12時
まで

15時
まで

ご
み
持
込

24日月

臨時
休館

振替
休館

臨時
開館 午後１時～

～午後１時休館中の図書（CD・ビデオ・DVDを除く）の
返却は玄関横のポストをご利用ください

12月25日～1月4日の間、テニスコート（クレー２面）を無料開放します

正月３ヵ日は
臨時開館します

　

義
士
祭
開
催
に
伴
う
市
内
循
環
バ

ス「
ゆ
ら
の
す
け
」の
一
部
迂
回
運
行

を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
乗
車
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◦�

日
時　

12
月
14
日（
金
）
終
日

◦�

対
象
ル
ー
ト　

 　

東
西
ル
ー
ト

（
福
浦
～
城
西
経
由
～
市
街
地
） 

　
　

高
野
ル
ー
ト（
高
野
～
市
街
地
）

◦�

そ
の
他　

迂
回
ル
ー
ト
等
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

企
画
広
報
課�

☎
43
・
６
８
６
７

▽▽

▽▽

①
宮
山　

八
幡
宮
の
鎮
座
地
。
慶

長
十
年（
一
六
〇
五
）に
池
田
輝

政
が
鷆
和
銭
島
の
八
幡
神
社
を

遷
宮
し
た
。
坂
越
庄
内
最
大
の

氏
子
を
も
つ
赤
穂
八
幡
宮
で
歴

代
藩
主
の
祈
禱
所
で
も
あ
っ

た
。
み
や
や
ま
が
詰
っ
て〝
み

や
ま
〟と
も
言
う
。

②
西
山　

宮
山
の
西
。

③
上
ノ
山　

宮
山
の
上

④
百ひ

ゃ
く
や
ま
山　

不
詳
。

⑤
南な

ん
ぐ
う
さ
ん

宮
山　

浅
野
氏
時
代
に
宮
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

⑥
丸
山　

坂
越
と
接
す
る
地
域
で

海
に
面
す
る
山
が
丸
く
な
っ
て

い
る
。

⑦
向
山　

集
落
の
向
か
い
に
あ
る

山
。

①�

三み

崎さ
き
や
ま山　

播
磨
灘
に
突
出
す
る

御
崎
の
南
端
で
海
岸
美
に
よ
り

赤
穂
御
崎
観
光
の
中
心
地
。
伊

和
都
比
売
神
社
・
御
崎
灯
台
・

旅
館
群
が
あ
る
。

②
西
山　

三
崎
山
の
西
の
斜
面
。

③�

間あ
い

ノの

山や
ま　

西
ノ
山
と
中
町
山
の

間
。

④�

西
福
浦
山　

東
福
浦
山
と
三
崎

山
に
は
さ
ま
れ
た
山
地
で
温
泉

が
湧
く
。

⑤�

東
福
浦
山　

西
福
浦
山
の
東

山
。

⑥
東と

海か
い
や
ま山　

東
海
の
山
。

⑦�

寺
山　

寛
文
二
年（
一
六
六
二
）

に
は
じ
め
て
海
印
寺（
の
ち
の

広
度
寺
）が
創
設 

さ
れ
た
。

⑧
中な

か
ち
ょ
う
や
ま

町
山　

中
町
の
上
の
山
。

加�

里
屋　

①
天て

ん
の
う
ざ
ん

王
山　

雄
鷹
台
の

西
。
山
腹
に
牛ご

ず頭
天
王（
素す

さ
の戔

鳴お
の

尊み
こ
と）の
祠
が
あ
っ
た
。

　

一　

尾
崎
地
区（
七
）

　

一　

尾
崎
地
区（
七
）

　

二　

御
崎
地
区（
八
）

　

二　

御
崎
地
区（
八
）

　

二　

赤
穂
地
区

　

二　

赤
穂
地
区

№39
山とひと

（尾崎・御崎・赤穂地区）

山の地名
� 尾崎・御崎・赤穂地区

市
内
循
環
バ
ス「
ゆ
ら
の
す
け
」

広報あこう、赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問企画広報課　☎ 43・6870 16No.732  2012年 12月17 No.732  2012年 12月



◦�

講
義
期
間　

2
月
18
日（
月
）～

2
月
21
日（
木
）

◦�

講
師　

中
野
佐
世
子（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

手
話
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
）

◦�

募
集
人
員　

５
名

◦�

対
象　

は
じ
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

◦�

申
込
期
間　

12
月
10
日（
月
）～

12
月
19
日（
水
）
当
日
消
印
有
効

◦�

受
講
料　

３
０
，０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

◦�

申
込
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

関
西
福
祉
大
学 

教
務
課

�

☎
46
・
２
７
３
５

◦�

日
時　

１
月
１
日（
元
旦
）
午
前

６
時
30
分
～
８
時（
雨
天
中
止
）

◦�

場
所　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

芝
生
広
場

◦�

内
容　
　

甘
酒
無
料
サ
ー
ビ
ス

（
先
着
３
０
０
名
） 　

赤
穂
宝

専
寺
恵
比
寿
大
黒
舞
保
存
会
に

よ
る「
め
で
た
舞
」の
披
露

問�

市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

�

☎
45
・
１
０
６
７

海
浜
公
園
で
わ
く
わ
く
ク
リ
ス
マ
ス

◦�

日
時　

12
月
23
日（
日
）～
24
日

（
月
・
祝
）
午
前
10
時
～
午
後

４
時

◦�

内
容　
　

大
観
覧
車
に
乗
っ
た

お
子
様
に
ミ
ニ
サ
ン
タ
人
形
＆

ク
リ
ス
マ
ス
お
菓
子
プ
レ
ゼ
ン

ト（
無
く
な
り
次
第
終
了
） 　

ラ
ン
ド
ト
レ
イ
ン
乗
り
放
題

（
通
常
料
金
で
当
日
限
定
乗
り

放
題
） 　

お
得
な
回
数
券
販
売

（
２
，０
０
０
円
で
の
り
も
の
券

２
，５
０
０
円
分
）

お
正
月
子
ど
も
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

◦�

日
時　

１
月
２
日（
水
）～
３
日

（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

※
雨
天
中
止

◦�

内
容　
　

新
春
お
も
ち
・
お
菓

子
ま
き
大
会 　

甘
酒
無
料
振
る

舞
い（
先
着
１
０
０
名
） 　

縁
日

ハ
ピ
ネ
ス
カ
ー
ニ
バ
ル（
ス
ー
パ

ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
） 　

巨

大
福
笑
い 　

ど
う
ぶ
つ
ふ
れ
あ

い
村
ど
う
ぶ
つ
の
お
や
つ
プ
レ

ゼ
ン
ト 　

ぐ
る
ぐ
る
ド
ー
ナ

ツ
に
乗
っ
て
ド
ー
ナ
ツ
ビ
ス
ケ

ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト（
先
着
１
０
０

名
） 　

ラ
ン
ド
ト
レ
イ
ン
乗
り
放

題（
通
常
料
金
で
当
日
限
定
乗
り

放
題
） 　

お
得
な
回
数
券
販
売

（
２
，０
０
０
円
で
の
り
も
の
券

２
，５
０
０
円
分
）等

問�

赤
穂
海
浜
公
園
管
理
事
務
所

�

☎
45
・
０
８
０
０

　

西
播
磨
へ
の
定
住
や
移
住
を
希

望
さ
れ
る
方
に
空
き
家
情
報
を
提

供
す
る『
空
き
家
バ
ン
ク
』を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

古
民
家
な
ど
の
空
き
家
の
登
録

や
、『
空
き
家
バ
ン
ク
』の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦�

開
所
時
間　

水
曜
～
日
曜　

午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
。
年

末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３

日
）は
除
く

◦�

場
所　

播
磨
科
学
公
園
都
市 

光
都
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内

問�

西
播
磨
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー�

☎
58
・
１
２
５
２

募集
関
西
福
祉
大
学

『
手
話（
基
礎
）』特
別
講
座

募集
関
西
福
祉
大
学

『
手
話（
基
礎
）』特
別
講
座

お知らせ

市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

初
日
の
出
観
覧
会

お知らせ

市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

初
日
の
出
観
覧
会

▽▽

▽▽

お知らせ

開
園
25
周
年

海
浜
公
園
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

お知らせ

開
園
25
周
年

海
浜
公
園
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽
▽▽

▽▽
▽▽

▽▽
▽▽

お知らせ

西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

お知らせ

西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

◦�
日
時　

12
月
20
日（
木
） 　

午

後
１
時
30
分
～ 　

午
後
２
時

30
分
～ 　

午
後
３
時
30
分
～

（
各
１
名
ず
つ
、
予
約
制
）

◦�

場
所　

ま
ち
づ
く
り
会
館
２
階

◦�

内
容　
「
働
き
た
い
け
ど
働
く

自
信
が
な
い
」「
何
か
ら
は
じ
め

て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」等
、

様
々
な
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る

若
者
や
そ
の
保
護
者
か
ら
の
相

談
に
、
専
門
家
が
一
人
ず
つ
応

じ
な
が
ら
、
就
職
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

◦�

相
談
機
関　

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◦�

対
象　

若
者（
概
ね
15
歳
～
39

歳
）や
そ
の
保
護
者

◦�

申
込　

電
話
に
て
産
業
観
光
課

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問�

産
業
観
光
課�

☎
43
・
６
８
３
８

◦�

お
仕
事
承
り
ま
す

◎
年
賀
状
等
の
宛
名
書
き

◎
不
用
品
の
処
分
等

臨
時
で
短
期
的
な
仕
事
請
負
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

会
員
募
集

　

�

市
内
在
住
の
男
性
60
歳
、
女
性

58
歳
以
上
の
健
康
で
臨
時
的
・

短
期
的
に
働
く
意
欲
が
あ
り
、

入
会
説
明
会
に
出
席
し
た
人
。

業
務
多
忙
の
た
め
、
植
木
剪
定

業
務
の
で
き
る
方
歓
迎
。

◦�

１
月
の
入
会
説
明
会

・�

日
時　

１
月
15
日（
火
）
午
後

１
時
30
分
～

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問�（
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー�

☎
43
・
７
２
０
０

�
http://w

w
w
.ako-sjc.jp/

　

西
播
磨
地
域
の
優
良
企
業
を
中

心
と
し
た
合
同
企
業
説
明
会
＆
企

業
研
究
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時　

2
月
6
日（
水
）
午
後

１
時
～
４
時 

◦�

場
所　

た
つ
の
市
青
少
年
館

◦�

応
募
条
件　
（
①
は
必
須
、
②

③
は
い
ず
れ
か
１
つ
ま
た
は
両

方
）
①
お
お
む
ね
西
播
磨
地
域

に
事
業
所
を
有
す
る
企
業 

②

25
年
3
月
大
学
等
卒
業
見
込

者
、
39
歳
以
下
若
年
者
の
採
用

計
画
が
あ
る
企
業 

③
26
年
3

月
大
学
等
卒
業
見
込
者
向
け
に

広
報
活
動
し
た
い
企
業

◦�

申
込
期
限　

1
月
15
日（
火
）

※�

西
播
磨
県
民
局
・
た
つ
の
市
Ｈ

Ｐ
等
に
参
加
企
業
の
情
報
を
掲

載
予
定
で
す
。

問�

た
つ
の
市
商
工
観
光
課

�

☎
０
７
９
１
・
64
・
３
１
５
６

第
77
回
心
臓
病
教
室

・�

日
時　

1
月
20
日（
日
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

・
場
所　

赤
穂
市
民
病
院 

３
階

　

講
義
室

・�

内
容　

①「
認
知
症
に
つ
い
て
」

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師　

柴

木
祐
子　

②「
元
気
で
長
生
き

す
る
秘
訣
～
若
々
し
い
血
管
を

保
ち
ま
し
ょ
う
～
」 

循
環
器
科

医
師　

藤
井　

隆

第
21
回
肝
臓
病
教
室

・�

日
時　

1
月
20
日（
日
）
午
後

1
時
30
分
～
2
時
30
分

・�

場
所　

市
民
病
院
3
階
講
義
室

・�

内
容　
「
生
活
習
慣
と
肝
臓
病
」

消
化
器
科　

勝
谷　

誠

問�

赤
穂
市
民
病
院 

地
域
医
療
室

�

☎
43
・
８
４
５
８

◦�

試
験
日
時　

２
月
３
日（
日
）

◦�

試
験
場
所　

兵
庫
県
立
大
学
姫

路
書
写
キ
ャ
ン
パ
ス

◦�

試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
全

類
、
丙
種

◦�

受
付
期
間
及
び
場
所　

12
月
11

日（
火
）～
12
月
20
日（
木
）

　

�

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
兵
庫

県
支
部
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

な
お
、
電
子
申
請
は
期
間
が
異

な
り
ま
す
。

◦�

願
書
の
配
布　

12
月
５
日（
水
）～

◦�

願
書
の
配
布
場
所　

消
防
本
部

及
び
上
郡
消
防
署
、
新
都
市
分
署

問�

消
防
本
部 

予
防
課 

危
険
物
係

�

☎
43
・
６
８
８
２

　

上
郡
消
防
署 

庶
務
予
防
係

�

☎
52
・
５
１
１
９

　

新
都
市
分
署 

庶
務
予
防
係

�

☎
58
・
０
１
１
９

相談

若
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
相
談

会（
無
料
）

相談

若
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
相
談

会（
無
料
）

▽▽

▽▽

▽▽

お知らせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お知らせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

募集
「
西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア
in

た
つ
の
」参
加
企
業
を
募
集

募集
「
西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア
in

た
つ
の
」参
加
企
業
を
募
集

健康

健
康
教
室
開
催

健康

健
康
教
室
開
催

試験

第
３
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

試験

第
３
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地１
http://www.yst21.co.jp

　　　ホームページをリニューアルしましたのでこちらもご覧下さい。

廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。
資源ごみは、捨てないで！

〒678-0202 
赤穂市山手町7番地の7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　おまけにリビングも広く！
　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！
大型収納

（ハシゴなし）
リビング天井
3.8ｍ

衆議院議員総選挙・
最高裁判所裁判官国民審査の

投票日です

投票時間は
午前７時～

午後８時です

　期日前投票は、市役所２階  204
会議室で午前８時30分～午後８時
までです。
●�また、次の日には、地区公民館で
も期日前投票が行えます

　12月10日（月）　坂越公民館
　12月11日（火）　有年公民館
　12月12日（水）　尾崎公民館
　12月13日（木）　塩屋公民館
●�時間　午前10時～午後６時まで
問赤穂市選挙管理委員会�☎４３・６８４６

12月16日は

事業主の皆さん！
個人住民税は特別徴収で収めましょう !!
　赤穂市では兵庫県及び県内全ての市町
と共同で、個人住民税の特別徴収を推進
しています。
　特別徴収義務者である給与支払者（事業
主）におかれましては、納税者の利便性の
向上、滞納の未然防止及び税負担の公平性
の確保のため、特別徴収の完全実施に向
けた取り組みにご理解・ご協力をお願いし 
ます。

特別徴収の方法による納税のしくみ

市　役　所 事　業　所

給与所得者

②税額の計算

①給与支払報告書の提出
（１月 31日まで）

④
特
別
徴
収
税
額
の
通
知
（
５
月
31
日
ま
で
）

⑤
給
与
支
払
い
の
際
税
額
を
徴
収

（
６
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
毎
月
）

⑥税額の納入
（翌月 10日まで）

③特別徴収税額の通知
（５月 31日まで）

ご理解・ご協力を
お願いします

経済産業省・兵庫県・赤穂市

平成24年
工業統計調査を実施します

　工業統計調査は我が国の工業の実
態を明らかにすることを目的とした
統計法に基づく報告義務がある重要
な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振
興などの基礎資料として利活用され
ます。
　調査時点は平成24年12
月31日です。
　調査票へのご回答をお
願いいたします。

問税務課 市民税係� ☎４３・６８０３
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◦�
祝
日
・
臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

・�
12
月
の
祝
日
開
館　
　

12
月
23

日（
日
・
天
皇
誕
生
日
）、
24
日

（
月
・
振
替
休
日
） 　

臨
時
開

館
＝
12
月
27
日（
第
４
木
曜
日
）

◦�「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」の
会

・�

日
時　

１
月
17
日（
木
）
午
後

２
時
～
（
申
込
要
）

・�

場
所　

お
は
な
し
の
へ
や

問�

図
書
館�

☎
43
・
０
２
７
５

お知らせ

図
書
館
だ
よ
り

お知らせ

図
書
館
だ
よ
り

▽▽▽▽

赤穂市文化会館
チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

ホームページアドレス　http://www2.memenet.or.jp/̃akoharm/
　 ： ako-harmony@memenet.or.jp

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーションハーモニーインフォメーション

2013年2月2日(土) 13：00～
小ホール・リハーサル室・練習室にて
講話・観覧：500円　能楽体験つき1,000円　※友の会2割引

～謡と囃子の魅力～ワークショップ

2013年2月17日(日) 14：00開演  小ホール  全席自由
入場料： 一 般1,000円　友の会800円

郷土の生んだ芸術家たちシリーズ第２弾　Vol.４　
～春をはこぶ箏とソプラノの調べ～ 好評発売中

2013年3月3日(日) 14：00開演  小ホール  全席自由
入場料：一 般1,000円　高校生以下500円　※友の会2割引

おもしろミュージックスクールvol.15

ハンガリーの息吹～民族の熱き魂

2013年3月10日(日) 13:00開演予定  大ホール
応募資格：3歳以上の定住自立圏内（赤穂市・備前市・上郡町）に在住、在勤、通学の方
応募定員：30組（応募者多数の場合は抽選）
参加費用：1人1,000円（ただし3人以上のグループは、1組3,000円）
応募方法：休館日を除く、12月26日（水）までに赤穂市文化会館窓口へお申し込み下さい。
※本年度より年齢別出演を取りやめとし、反響板を使用する公演と音
響設備を使用する公演で1年ごとに開催いたします。

第１8回ハーモニーフリーステージ（反響板使用の部） 出演者
募集中!!

近日
発売予定！
近日

発売予定！

2013年3月3日(日) 18：00開演  大ホール  全席指定
入場料：一 般4,000円　大学生以下1,500円　※友の会2割引
　　　　ペア7,000円　親子ペア5,000円　シニア（60歳以上）3,500円

開館20周年記念　富良野GROUP公演2013冬

「明日、悲別で」作・演出　倉本　聰
12/８（土）
一般発売開始
12/８（土）
一般発売開始

近日
受付開始！

●民事全般・交通事故・家事(離婚・男女間トラブル）　●相続
（遺言･遺産分割）・不動産（借地借家・境界）　●債務整理（破
産･任意整理）・労働問題　●刑事全般（弁護・告訴･告発）・消
費者問題　●その他・人生相談

法を味方にするために、お手伝いします。
姫路市北条宮の町287-6
島根ビル5階

TEL.079-223-1772

土日祝日、早朝及び赤穂市内での
相談も可能です。（要予約）
http://www.yamasaki-lawoffice.jp/

住宅用火災警報器
平成23年6月1日から設置が義務化されました

住宅用火災警報器
平成23年6月1日から設置が義務化されました

悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～
㈱ 播 州 商 会

赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

平成25年 赤穂市成人祝賀式

　新成人の門出を祝う式典と、市内中学校卒業生で組織す
る成人式実行委員会が企画するアトラクションの2部構成
で行います。新成人のご家族の方も入場できます。
●�日時　１月13日（日）
　 ▽受付＝午前10時30分～ ▽開会＝午前11時～
●会場　文化会館 大ホール
●�対象　平成４年４月２日から平成５年４月１日までに生
まれた人（住民票を市外に移されている方も参加できます）。
問教育委員会 生涯学習課　☎４３・６８５８

平成25年 赤穂市消防出初式
●日時　１月20日（日）

　 ▽第一部式典　午前９時30分～

　 ▽第二部演技　�10時30分～　赤穂中・赤穂西中学校吹奏
楽部による合同演奏や伝統の放水合戦の
ほか、消防ポンプ車による一斉放水など
見所いっぱい。

●場所　千種川河川敷緑地（中広）
問消防本部 総務課　☎４３・６８８１

宝くじ助成で屋台の伊達綱等を整備しました
　宝くじ助成金（コミュニティ助成事業）で、塩屋西屋台保存
会が秋祭りで使用する大屋台の伊達綱やミニ屋台の錺金具を
整備しました。
　地域の伝統文化を継承するとともに、コミュニティ活動を
より一層推進します。� 問市民対話課　☎４３・６８１８

編集：社会福祉法人
赤穂市社会福祉協議会
（ボランティアセンター）

赤穂市中広２６７
（赤穂市総合福祉会館内）
ＴＥＬ４２・１３９７
ＦＡＸ４５・２４４４
http://ako-shakyo.jp/
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　歳末たすけあい運動は、低所得者世帯やハンディを持っ
た人達、子ども達への支援等の給付事業が主流でしたが、
最近は寝たきりや認知症の人を抱える世帯、ひとり暮らし
老人や高齢者世帯等の増加とともに、在宅福祉サービスや
市民参加のふれあい福祉活動へと配分方法も変化してきて
います。
　あなたの募金が、こうした事業の大きな財源として活用
されます。
　ご協力よろしくお願いいたします。
　１　目標額　　750万円
　２　実施期間　12月１日～ 20日
　３　募金の配分先
　　　�被保護・要援護世帯児童生徒、養護老人ホーム・児

童福祉施設・障がい者福祉施設（市内）入所者、赤穂
精華園教材費、更生保護女性会施設訪問活動費、友
愛訪問活動、三世代交流もちつき大会、ふれあい・
いきいきサロン事業、介護特別食サービス　など

歳末たすけあい運動が始まる！

「みんなでささえあう
あったかい地域づくり」

※�平成24年度全国社会福祉大会（11月16日 東京都
日比谷公会堂で開催）の席上で表彰されました。

受
賞
の
お
し
ら
せ�

敬
称
略

全国社会福祉協議会会長表彰（社会福祉事業功労者）

岡本　みどり 大賀　和良

中央共同募金会会長表彰（共同募金運動奉仕功労者）

木村　音彦

兵庫県知事表彰（共同募金運動奉仕功労者）

村下　龍彦

兵庫県知事表彰（共同募金運動奉仕功労団体）

黒崎播磨労働組合赤穂支部
東京製鋼労働組合赤穂ロープ支部
赤穂市自治会連合会
赤穂市立赤穂小学校
赤穂市立原小学校
赤穂市立赤穂西小学校

※�第61回兵庫県社会福祉大会（11月30日 高砂市
文化会館で開催）の席上で表彰されました。

長年社会福祉の向上に多大な貢献をされています。

長年共同募金運動の推進
に寄与され、社会福祉の
向上に多大な貢献をされ
ています。

　なお、厚生労働大臣表彰の受賞者は、本紙７ページに
掲載しておりますので、ご覧ください。

長年共同募金運動に寄与
され、社会福祉の向上に
多大な貢献をされていま
す。

10月1日より行われていた赤い羽根共同募金運
動は終了いたしました。ご協力いただいた市民
の皆さん、ありがとうございました。

鍵かけ防犯マスコット
「キー坊」
赤穂警察署

自転車にカギを
かけましょう！
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　心配ごと相談所は、日常生活で困っていること、
悩んでいることについて誰でも相談できるところ
です。
　相談内容が外部に漏れることは一切ありません
ので、安心してご相談ください。
　費用は無料となっております。
　相談のご予約・お問い合わせは社協まで。
●通常相談日
【一般相談】
　�毎週水曜日　午後１時～５時
（第３水曜日を除く）
【弁護士相談】※
　�第３木曜日　午前８時30分～正午（要予約）
【カウンセラーによるこころの相談】※
　第１・４水曜日　午後１時～５時（要予約）
※弁護士相談 ･こころの相談は予約が必要です。

心配ごと相談所のご案内

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（11月１日～ 11月30日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
有年横尾 匿 名 50,000 息子の供養のため
東 有 年 匿 名 5,000 車椅子借用御礼
岡 山 市 匿 名 10,000 善意で
中 広 赤穂市いずみ会 5,000 しあわせフェスティバル模擬店売上の一部を
加 里 屋 湯 元 　 満 5,000 車椅子借用御礼
中 広 匿 名 5,000 ポータブルトイレ借用御礼
加 里 屋 伯鳳会在宅ケアセンター 3,000 しあわせフェスティバルバザー益金の一部を
上 郡 町 三 上 　 芳 範 16,000 福祉のために
相 生 市 妙修寺婦人会 雑巾100枚 福祉活動に活用して下さい
有年横尾 ほほえみ会・土筆会・みつばち 4,646 しあわせフェスティバルバザー売上金の一部を

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

　賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定した
地域福祉事業の充実や発展を図るためにも、皆さまのあたた
かいご援助が必要です。ご協力をお願いいたします。
（法人会費：5,000 円、個人会費：2,000 円、一般会費：500 円）

賛助会費 ありがとうございました〈敬称略〉

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】	後藤　和子	 宮本　和清	 田原　摩利	 中田美智子
　	 近平日出子	 岡本みどり

匿名の方々からもご協力をいただきました。

　12月22日（土）、平成25年１月10日（木）はお休
みです。
　１月26日（土）より通常通り開催します。
◆おもちゃライブラリー
　毎月第２木曜日　午前10時～正午
　　　第４土曜日　午後１時30分～３時30分
◆おもちゃ病院
　毎月第２木曜日　午前10時～ 11時（受付のみ）
　　　第４土曜日　午後１時～３時（修理・受付）

おもちゃライブラリー・
おもちゃ病院よりお知らせ

　

私
は
、
一
度
だ
け
ア
イ
マ
ス
ク
体

験
と
車
い
す
体
験
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
を
し
た
時
、
段

差
や
坂
で
何
度
も
転
び
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。目
の
不
自
由
な
人
た
ち
は
、

毎
日
命
に
か
か
わ
る
危
な
い
こ
と
が

起
こ
る
ん
だ
な
、
と
深
く
思
い
ま
し

た
。

　

反
対
に
、
坂
や
段
差
を
伝
え
る
役

割
の
時
は
、
同
じ
立
場
に
な
っ
て
伝

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
事
も
知

り
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
自
分
が
な
に
げ

な
く
通
る
と
こ
ろ
も
、
て
い
ね
い
に

伝
え
る
こ
と
が
よ
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

車
い
す
体
験
を
し
た
時
に
は
、
乗

り
降
り
す
る
の
も
大
変
で
し
た
。
し

か
も
、
押
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

と
自
分
で
進
む
こ
と
が
難
し
い
の
で

す
。
そ
し
て
、
街
な
ど
で
障
が
い
物

が
あ
る
こ
と
を
想
像
す
る
と
、
本
当

に
車
い
す
の
人
た
ち
は
、
不
便
な
思

い
を
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

逆
に
、
車
い
す
を
押
す
立
場
の
時

に
は
、「
い
か
に
迷
惑
が
か
か
ら
ず
、

気
持
ち
良
く
乗
っ
て
い
て
も
ら
う

か
」
と
い
う
細
や
か
な
心
配
り
が
必

要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
体
験
に
共
通
す
る
の

は
、「
同
じ
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
」

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
街
中
の
障
が
い
物
に

も
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
車
い
す
の
人
た
ち
に
と
っ
て

道
路
に
止
め
て
あ
る
自
転
車
は
通
行

の
妨
げ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

し
て
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
は
広

が
っ
て
い
る
ご
み
用
の
ネ
ッ
ト
、
黄

色
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
あ
る
物
で
歩
き

づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
車
い
す
の
人
た
ち

や
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
を
手
伝
う

こ
と
も
、
街
全
体
を
住
み
や
す
く
す

る
こ
と
も
「
福
祉
」
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

他
に
も
、
身
近
な
福
祉
に
対
す
る

考
え
を
深
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
福
祉

活
動
に
進
ん
で
参
加
す
る
、
目
の
不

自
由
な
人
た
ち
、
車
い
す
の
人
た
ち

の
手
伝
い
を
す
る
、
さ
き
ほ
ど
の
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
す

る
、
な
ど
で
す
。
自
分
に
は
関
係
な

い
と
思
わ
ず
、
も
し
自
分
が
こ
う

だ
っ
た
ら
、
と
「
同
じ
立
場
に
な
っ

て
」
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
目
の
不
自
由
な

人
た
ち
や
車
い
す
の
人
た
ち
を
あ
た

た
か
く
受
け
入
れ
る
気
持
ち
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
、
周
り
の

人
た
ち
か
ら
白
い
目
で
見
ら
れ
る
こ

と
が
一
番
つ
ら
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
周
り
の
人
た
ち
が
自
分

を
あ
た
た
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
れ

ば
、
き
っ
と
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。

目
の
不
自
由
な
人
も
、
車
い
す
の
人

も
、
同
じ
一
人
の
人
間
で
す
。
一
人

だ
け
で
は
な
く
、
街
や
地
域
全
体
で

あ
た
た
か
く
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、

そ
の
人
も
住
み
や
す
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

目
が
不
自
由
な
人
や
車
い
す
の
人

は
、
小
さ
な
危
険
で
も
命
に
か
か
わ

る
危
険
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
小
さ
な
危
険
を
、
街
や

地
域
全
体
で
直
し
て
い
き
、
事
故
を

未
然
に
防
ご
う
と
す
れ
ば
、
確
実
に

事
故
の
件
数
は
減
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
こ
の
福
祉
体
験
で
学
ん
だ
こ

と
は
、「
同
じ
立
場
に
な
っ
て
考
え

る
」
こ
と
、「
身
近
な
福
祉
に
対
す

る
考
え
を
深
め
る
」
こ
と
、「
一
人

だ
け
で
は
な
く
、
街
や
地
域
全
体
で

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
」こ
と
、

「
周
り
の
人
た
ち
が
あ
た
た
か
く
受

け
入
れ
る
」
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
、
誰
か
が
し
て
く
れ
る
こ

と
で
は
な
く
自
分
た
ち
が
し
て
い
く

こ
と
だ
と
気
付
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。

◆
福
祉
作
文
◆
（
敬
称
略
）

【
小
学
生
の
部
】

大
賞　

正
林　

史
香（
塩
屋
小
学
校
６
年
）

特
選　

湯
元　

健
介（
赤
穂
小
学
校
６
年
）

入
選　

梅
本　

華
鈴（
尾
崎
小
学
校
６
年
）

　
　
　

原　

舞
璃
奈（
坂
越
小
学
校
５
年
）

佳
作　

延
近
明
日
香（
赤
穂
小
学
校
６
年
）

　
　
　

石
野　

優
芽（
城
西
小
学
校
６
年
）

　
　
　

上
住　

沙
耶（
塩
屋
小
学
校
６
年
）

　
　
　

山
下
ひ
よ
り（
赤
穂
西
小
学
校
５
年
）

　
　
　

萩
原　

萌
日（
尾
崎
小
学
校
５
年
）

　
　
　

菅
野　

瑠
菜（
御
崎
小
学
校
６
年
）

　
　
　

本
田　

花
野（
坂
越
小
学
校
５
年
）

　
　
　

三
田　

彩
葉（
高
雄
小
学
校
６
年
）

　
　
　

藪
林　
　

結（
有
年
小
学
校
５
年
）

　
　
　

志
賀　

央
佳（
原
小
学
校
５
年
）

【
中
学
生
の
部
】

大
賞　

藤
本　

真
弓（
赤
穂
東
中
学
校
３
年
）

特
選　

三
中
登
紀
子（
坂
越
中
学
校
３
年
）

入
選　

中
村
日
凪
生（
赤
穂
中
学
校
２
年
）

　
　
　

佐
野
絵
里
奈（
赤
穂
西
中
学
校
３
年
）

佳
作　

上
山　

有
咲（
赤
穂
中
学
校
３
年
）

　
　
　

新
原　

由
依（
赤
穂
西
中
学
校
３
年
）

　
　
　

奥
野　

瑞
生（
赤
穂
東
中
学
校
２
年
）

　
　
　

真
鍋　

敦
子（
坂
越
中
学
校
３
年
）

　
　
　

軀
川　
　

唯（
有
年
中
学
校
２
年
）

【
高
校
生
以
上
の
部
】

大
賞　

前
田　

彩
織（
赤
穂
高
等
学
校
１
年
）

特
選　

山
本　

晴
生（
赤
穂
高
等
学
校
２
年
）

入
選　

小
柳　

伽
恵（
赤
穂
高
等
学
校
１
年
）

　
　
　

白
石　

未
来（
赤
穂
高
等
学
校
２
年
）

佳
作　

前
田　

晴
香（
赤
穂
高
等
学
校
１
年
）

　

応
募
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
福
祉
作
文
集
の
作

成
を
し
て
広
く
福
祉
活
動
の
場
で
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

福
祉
作
文
の
大
賞
作
品
は
、
今
月

号
の
社
協
だ
よ
り
か
ら
順
次
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

「
福
祉
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

塩
屋
小
学
校
６
年　

正
林　

史
香

◆
福
祉
作
文
（
小
学
生
の
部
）
大
賞
◆

平
成
24
年
度

福
祉
作
文
入
賞
者
決
定
!!

　

福
祉
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
身
近
な
福
祉
活

動
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
生
、
中
学

生
、
高
校
生
の
方
よ
り
計
４
２
６
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

慎
重
な
審
査
の
結
果
、
次
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
、
12
月
８
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
た
「
障
が
い
者
週
間
と
も
に
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」
の
席

上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
各
部
門
大
賞
・
特
選
・
入
選
の
方
の
み
）

　

中
学
生
の
部
・
高
校
生
以

上
の
部
の
大
賞
作
品
に
つ
い

て
は
、
次
号
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　社会福祉協議会では、身体の不自由な人や高齢
者、病気やケガなどで日常生活に支障のある人に
対して、福祉機器を無料（一部自己負担金あり）で
貸与しています。
　貸与機器は、車いす、電動ベッド、シャワーチェ
ア、ポータブルトイレなどがあります。
●申込・問い合わせ先：社会福祉協議会
※申込には、申請者の印鑑をご持参ください。

福祉用具貸与事業のご案内
　11月11日（日）に福祉会館にて「し・あ・わ・せフェ
スティバル～フクシふれあいまつり～」が赤穂ボラ
ンティア協会と社会福祉協議会の共催で、盛大に
開催されました。
　あいにくの大雨となってしまいましたが、約
2,000人もの方にお越しいただきました。
　今回のフェスティバルを通して、地域のつなが
りを強化し、住民が互いに支え合うキッカケとな
ればと思います。
　ご協力いただいた
実行委員はじめ関係
者の皆様、ありがと
うございました！

第30回し・あ・わ・せフェスティバル
～フクシふれあいまつり～

一華会による絵手紙体験の様子

　社協では、冠婚葬祭用等の
衣裳の貸し出しを行っています。
　常時多数の衣裳を取りそろえ、
皆さんのお越しをお待ちしております。
●受付日時　月～金曜日　　午前９時～午後５時
　　　　　　第１･３土曜日　午前９時～正午
　　　　　　※日・祝日は休み
●場所　総合福祉会館２階　貸衣裳室

貸衣裳をご活用ください
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▪�広報あこうは自治会を通じてお届けしています。
▪�その他、スーパー、コンビニエンスストア、観光
案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所にも
設置していますのでご利用ください。

▪�次回の回覧広報あこうは12月25日（火）、
　広報あこうは１月４日（金）の発行予定です。
▪広報あこうは再生紙を使っています。

　11月23日、愛知県西尾市（吉良上
野介の領地であった吉良町）と赤穂市
が少年野球を通じて、友好親善都市ス
ポーツ交流を実施しました。吉良ジュ
ニアクラブ・西尾市選抜・赤穂選抜Ａ・
赤穂選抜Ｂ、どのチームもいいプレー
をしました。赤穂義士祭を控え、素晴
しい交流を見せてくれました。（感謝）

　表紙写真は、吉良ジュニアクラブと
赤穂選抜Ｂが試合終了後にお互いの健
闘を称えあい友情の握手を交わした様
子です。
　試合結果は、赤穂選抜Ａが１敗1引
き分け、赤穂選抜Ｂが2敗でした。吉
良ジュニアクラブと西尾市選抜は強か
った！� て
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保育所子育て� 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談� 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター）� ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時）� ☎43・7831
� フリーダイヤル 0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）（随時）� ☎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16：00祝日除く）�☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課� 予約☎43・6818
心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会� 予約☎42・1397
犬の引き取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所�☎0791・63・5146

市
福
保セ

市役所（代表）�☎43・3201
総合福祉会館�☎42・1397
保健センター�☎43・9855

会

健康
地セ
市民会館� ☎43・7450
地域活動支援センター�☎48・1615
赤穂健康福祉事務所�☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談

広 報

1 月

1  シオヤ外科胃腸科医院 ☎ 43・4712
9：00 ～ 17：00

2  石川整形外科医院 ☎ 45・1717
9：00 ～ 17：00

3  太田小児科 ☎ 45・2060
9：00 ～ 17：00

4
5
6  田淵医院 ☎ 43・4114

9：00 ～ 17：00

7 ●こころのケア相談（要予約） 13：30 ～ 14：30 

8 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●消費生活・司法書士相談（要予約） 10：00 ～ 12：00 

9
●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●３歳児健診（Ｈ21.7生） 13：30 ～ 14：30　受付 

10 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

11 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

12 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

13  梶原外科 ☎ 42・9934
9：00 ～ 17：00

14  岩谷内科 ☎ 45・2888
9：00 ～ 17：00

15 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

16
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●２歳児歯科健診（Ｈ22.5、Ｈ22.6生） 13：30 ～ 14：30　受付 

17 ●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 

12 月

7 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

8 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

9  杉口整形外科 ☎ 45・1451
9：00 ～ 17：00

10
11 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

12 ●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

13 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

14
赤穂義士祭
●献血　10：00 ～ 15：30 
●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

15 ●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 
　 市民対話課　☎43・6818

16  正木医院 ☎ 45・3555
9：00 ～ 17：00

17 ●楽らく健康教室　13：30 ～ 15：30 

18 ●ネコの引き取り　8：30 ～ 9：30 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 12：00

19
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●１歳6カ月児健診（Ｈ23.5生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 

20 ●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 

21
22
23  三木内科 ☎ 42・1771

9：00 ～ 17：00

24  黒田医院 ☎ 43・5210
9：00 ～ 17：00

25
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 12：00
●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 

26
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●４カ月児健診（Ｈ24.8生） 13：30 ～ 14：30　受付 

27
28
29  きむクリニック ☎ 45・7355

9：00 ～ 17：00

30  久保川医院 ☎ 42・2140
9：00 ～ 17：00

31  澤田医院 ☎ 48・8149
9：00 ～ 17：00


